令和７年度　南信州広域連合自立支援協議会人材育成部会活動報告

１　令和７年度の活動目標
「ネットワーク作り」をテーマに、部会を通して圏域内の法人、事業所、市町村からの情報を共有し連携体制の強化、情報交換の場としていく。
また、相談支援専門員としての役割とチーム作りについて、手順を含めた基本の確認と多職種協働の大切さについて確認し、主体性を持った事例検討を行う。

２　部会の開催日程及び取組内容
(1) 専門研修会
	開催月日
	参加者
	内容等

	第１回
９月２２日（月）
	33名
	「支援はアートである」
講師：NPO法人ながのアートミーテイング
代表　関　孝之氏
会場： 飯田市勤労者福祉センター３階　第３研修室

	第２回
11月27日（木）
	77名
	人材育成部会・こども部会　合同研修会
「地域に求められる基幹相談支援センターとは
　～他領域連携による地域づくりの観点から～
講師：日本相談支援専門員協会顧問　福岡　寿　氏
会場： 飯田市上郷公民館　2F　201講堂



(2) 相談支援専門員の会
	開催月日
	参加者
	内容等

	第１回
５月27日（火）
	31名
	・令和７年度活動計画について
・情報交換会（GW近況報告と成功体験について）
・県人材育成部会資料の共有、相談支援研修日程確認
会場：飯田市上郷公民館　102　中会議室

	第２回
７月15日（火）
	28名
	・前回の事例報告
・GSVの説明・確認
・GSV１ケース×５グループ
・ピアサポート加算について
・相談支援従事者現任研修受講要件・日程について
会場：飯田市上郷公民館　202　中会議室

	第３回
10月21日（火）
	33名
	・前回の事例報告　
・事例検討1ケース　×5グループ
・事業所紹介：宿泊自立訓練ホーム「和貴の森」

	第４回
12月16日（火）
	28名
	・前回の事例報告
・GSV１ケース×４グループ


	第５回
2月17日（火）

	33名
	・前回の事例報告
・「児から者への就労系サービス利用について」
　講師：（株）暖　指定特定相談支援事業所　輪（リンク）
　　　　主任相談支援専門員　窪田幾子　氏
[bookmark: _Hlk101191919]・令和６年度の活動の振り返り(アンケート集計を基に)、令和７年度に向けた活動検討



(3) グループホームバックアップ担当者会
	開催月日
	参加者
	内容等

	第１回
６月１０日（火）
	13名
	・令和６年度　活動報告について　
・令和７年度　活動計画について
・グループホーム世話人研修会について
会場：さんとぴあ3F　第１講習室

	第２回
９月９日（火）
	12名
	・世話人研修会について（事前提出資料をもとに検討）
・地域連携推進会議について
会場：さんとぴあ飯田3F　第１講習室

	１０月９日（木）
	44名
	・グループホーム世話人研修会
「思っていることを話して・・・元気をもらえる会」
会場：飯田市上郷公民館　2F 201室

	第3回
１２月９日（火）
	11名
	・グループホームの緊急時対応について（事前アンケート実施）
会場：さんとぴあ飯田3F　第１講習室

	第4回
２月10日（火）
	15名
	・世話人研修会の振り返り
・令和７年度の活動の振り返り（アンケート集計を基に）、令和８年度に向けた活動検討
会場：さんとぴあ3F 第１講習室



３　活動成果
(1) 専門研修等
・第１回　「支援はアートである」と題し、支援者、関係者の想い、専門的な知識による分析、評価ではなくご本人の思いをチーム支援で想像しワクワクドキドキする支援のアイデアを生み出すこと、ストレングスに目を向ける、それが支援計画に反映されることが基本と改めて学ぶことができた。
・第２回　こども部会・人材育成部会の合同にて開催。当圏域では基幹相談支援センターの設置に向け準備中のタイミングでの研修となった。基幹相談支援センターの必要性や役割りについて学ぶことができた。

(2) 相談支援専門員の会
・ＧＳＶ（グループスーパーヴィジョン）という手法を用いた事例検討中心に継続して活動を行なっている。会の終わりに今回の事例検討で採択を決めた支援のアイディアを発表、次回の会の冒頭に前回事例検討で採択した支援のアイディアの導入後の様子について報告する時間を設けており、自身が事例を出した場合は期限も意識できるので良い。
・決まった形でＧＳＶが行われるため意見が出しやすい。社会資源の共有もできる。また自分とは違う視点のアドバイスをもらえる。
・事例を基にいろいろな連携についての学びや情報交換、共有の場であり、相談支援専門員同士のつながりの場でもある。

(3) グループホームバックアップ担当者会
・今年度（令和7年度）より「地域連携推進会議」の開催及び会議の構成員が事業所を見学する機会を設けることが義務付けられた。開催の都度、それぞれのグループホーム（所属　法人）での取組等を共有する場となっている。
・昨年度に引き続き、集合研修でグループホーム世話人研修会を開催、グループワーク形式でそれぞれのグループホームでの様子、エピソードなど含め共有でき、自身の所属するグループホーム以外の世話人と交流ができる良い機会となった。
・危機管理、緊急時の対応、グループホームの運営に関することなど、その時々のテーマに沿って行われていて良かった。

４　次年度に向けて検討すべき課題等
(1) 専門研修等
[bookmark: _Hlk72137481]・地域課題の共有解決に向けた専門研修を他の部会と協力し企画実施していく。
(2) 相談支援専門員の会
・地域の主任相談支援専門員の協力を得て、GSVの手法を用いた事例検討を継続することで、
　相談支援専門員のつながりの促進、質の向上を図る。
(3) グループホームバックアップ担当者会
　・その時々のテーマ（地域連携推進会議、BCPなど）について、担当者会及び世話人研修会で
　　事業所間の状況を共有していく。

